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(57)【要約】
【課題】冷却対象の冷却効率を向上できるプロジェクタ
ーを提供すること。
【解決手段】プロジェクターは、内部を流通した空気を
送出して、冷却対象（液晶パネル４５３Ｇ）の被冷却面
（端面４５３Ｓ）に流通させるダクト６２を備え、ダク
ト６２は、被冷却面に沿う第１方向（矢印Ｌにより示さ
れる方向）に空気を送出する送出口６２Ｇ２と、当該送
出口６２Ｇ２とは異なる位置に開口し、被冷却面に対向
する方向から見て第１方向に交差する第２方向（矢印Ｍ
により示される方向）に空気を送出する送出口６２ＢＡ
と、を有し、第１方向に送出される空気は、被冷却面と
第２方向に送出される空気が流通する領域との間を流通
する。
【選択図】図１５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部を流通した空気を送出して、冷却対象の被冷却面に流通させるダクトを備え、
　前記ダクトは、
　前記被冷却面に沿う第１方向に空気を送出する第１送出口と、
　前記第１送出口とは異なる位置に開口し、前記被冷却面に対向する方向から見て前記第
１方向に交差する第２方向に空気を送出する第２送出口と、を有し、
　前記第１方向に送出される空気は、前記被冷却面と前記第２方向に送出される空気が流
通する領域との間を流通することを特徴とするプロジェクター。
【請求項２】
　請求項１に記載のプロジェクターにおいて、
　前記第１送出口から送出される空気の流速は、前記第２送出口から送出される空気の流
速より高いことを特徴とするプロジェクター。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２に記載のプロジェクターにおいて、
　前記第２送出口は、前記被冷却面に対向する方向において前記第１送出口に対して前記
被冷却面から離れた位置に開口していることを特徴とするプロジェクター。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のいずれかに記載のプロジェクターにおいて、
　光源装置と、
　前記光源装置から出射された複数の色光を色光毎に変調する複数の光変調装置と、
　前記複数の光変調装置により変調された前記複数の色光を合成する色合成装置と、
　前記色合成装置により合成された前記複数の色光を投射する投射光学装置と、を備え、
　前記冷却対象は、前記複数の光変調装置に含まれる第１光変調装置であり、
　前記被冷却面は、入射される色光に直交する端面であることを特徴とするプロジェクタ
ー。
【請求項５】
　請求項４に記載のプロジェクターにおいて、
　前記ダクトは、
　前記第１送出口を有し、前記第１送出口を介して内部を流通する空気を送出する第１光
変調装置用ダクト部と、
　前記第２送出口、及び、前記複数の光変調装置に含まれる第２光変調装置に向けて空気
を送出する第３送出口を有し、前記第２送出口及び前記第３送出口のそれぞれを介して内
部を流通する空気を送出する第２光変調装置用ダクト部と、を備えることを特徴とするプ
ロジェクター。
【請求項６】
　請求項５に記載のプロジェクターにおいて、
　前記第１光変調装置及び前記第２光変調装置は、それぞれ、前記端面が互いに略直交す
るように配置され、
　前記第２光変調装置用ダクト部は、前記第２送出口に向かう空気、及び、前記第３送出
口に向かう空気を分岐させる分岐部を有し、
　前記第２光変調装置用ダクト部における前記分岐部から前記第３送出口までの部位は、
前記第２光変調装置における前記端面に沿うことを特徴とするプロジェクター。
【請求項７】
　請求項５又は請求項６に記載のプロジェクターにおいて、
　前記第１光変調装置用ダクト部に空気を送出する第１ファンと、
　前記第２光変調装置用ダクト部に空気を送出する第２ファンと、を備えることを特徴と
するプロジェクター。
【請求項８】
　請求項５から請求項７のいずれかに記載のプロジェクターにおいて、
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　前記光源装置は、放電発光型の光源ランプを有し、
　前記第１光変調装置は、緑色光を変調する光変調装置であり、
　前記第２光変調装置は、赤色光及び青色光のいずれかを変調する光変調装置であること
を特徴とするプロジェクター。
【請求項９】
　入射される光を変調する光変調装置と、
　前記光変調装置に空気を導くダクトと、を備え、
　前記ダクトは、
　前記光変調装置に入射される光の中心軸に直交する第１直交方向の一端側にそれぞれ配
置され、前記中心軸及び前記第１直交方向のそれぞれに直交する第２直交方向にそれぞれ
延出する第１ダクト部及び第２ダクト部を有し、
　前記第１ダクト部は、前記第２直交方向の一端側に形成されて、当該第１ダクト部内を
前記第２直交方向の一端側から他端側に向けて流通する空気を、前記第２直交方向の一端
側から前記光変調装置に向けて送出する第１送出口を有し、
　前記第２ダクト部は、前記第２直交方向の他端側に形成されて、当該第２ダクト部内を
前記第２直交方向の他端側から一端側に向けて流通する空気を、前記中心軸に直交する前
記光変調装置の端面に沿って前記他端側から送出する第２送出口を有し、
　前記第２送出口は、前記中心軸に沿う方向において前記第１送出口より前記光変調装置
の光入射側に位置することを特徴とするプロジェクター。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、プロジェクターに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、光源装置と、当該光源装置から出射された光を変調して画像情報に応じた画像を
形成する光変調装置と、形成された画像をスクリーン等の被投射面上に拡大投射する投射
光学装置とを備えたプロジェクターが知られている。このようなプロジェクターとして、
光源装置から出射された赤、緑及び青の色光を色光毎にそれぞれ変調する光変調装置とし
ての液晶パネルと、当該各液晶パネルにより変調された色光を合成する色合成装置として
のクロスダイクロイックプリズムとを備えた、いわゆる三板式のプロジェクターが知られ
ている。
【０００３】
　ところで、液晶パネルは、駆動時に発熱するとともに熱に弱い構造を有するため、空気
を送風する等して、当該液晶パネルの温度を管理する必要がある。このような必要性に対
して、冷却ファンと、当該冷却ファンから送出される冷却風を液晶パネルに供給するダク
トとを備えたプロジェクターが知られている（例えば、特許文献１参照）。
　この特許文献１に記載のプロジェクターでは、ダクトには、それぞれ対応する入射側偏
光板、液晶パネル及び出射側偏光板の下方に位置し、上方に冷却風を吐出する吐出口が複
数形成されている。そして、当該吐出口から液晶パネルに吐出された空気のうち、一部の
冷却風は、液晶パネルの光入射側を流通し、他の一部の冷却風は、光入射側を流通する。
このような冷却風により、液晶パネルが冷却される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１３－１４５２５９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、上記特許文献１に記載のプロジェクターでは、液晶パネルに向けて吐出され
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た冷却風は、当該液晶パネルの下端にて光入射側及び光出射側に分岐して流通する。これ
ら冷却風のうち、光出射側を流通する冷却風は、液晶パネルと出射側偏光板との間の寸法
が短いため、これら液晶パネル及び出射側偏光板の間で、かつ、これらの対向面に近い位
置を流通する。一方、液晶パネルの光入射側を流通する冷却風は、液晶パネルと入射側偏
光板との間の寸法が上記寸法より長いため、吐出口から離れるに従って液晶パネルの光入
射面から離れる方向に流通しやすい。特に、一般的な液晶パネルの下端は、上方に向かう
に従って光入射側に突出するように傾斜する傾斜面を有することが多く、このような傾斜
面に冷却風が当たることで、冷却風がより光入射面から離れる方向に流通しやすくなる。
　このように冷却風が流通すると、液晶パネルにおいて最も高温となる中央部分に冷却風
が流通しづらくなり、当該液晶パネルを適切に冷却できない可能性があるという問題があ
る。
【０００６】
　本発明は、冷却対象の冷却効率を向上できるプロジェクターを提供することを目的の１
つとする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の第１態様に係るプロジェクターは、内部を流通した空気を送出して、冷却対象
の被冷却面に流通させるダクトを備え、前記ダクトは、前記被冷却面に沿う第１方向に空
気を送出する第１送出口と、前記第１送出口とは異なる位置に開口し、前記被冷却面に対
向する方向から見て前記第１方向に交差する第２方向に空気を送出する第２送出口と、を
有し、前記第１方向に送出される空気は、前記被冷却面と前記第２方向に送出される空気
が流通する領域との間を流通することを特徴とする。
【０００８】
　以下の説明では、第１送出口から送出される空気を第１空気とし、第２送出口から送出
される空気を第２空気という場合がある。
　上記第１態様によれば、第１送出口から被冷却面に沿う第１方向に送出されて、冷却対
象に送風されることで被冷却面から離れる方向への第１空気の流通を、当該第１空気の流
れに対して被冷却面とは反対側を第１方向と交差する第２方向に流通する第２空気の流れ
によって妨げることができる。これによれば、第１空気を被冷却面に沿って流通させるこ
とができる。従って、第２空気が送出されない場合、すなわち、第１空気のみが送出され
て、当該第１空気が被冷却面から離れる方向に流通してしまう場合に比べて、被冷却面、
ひいては、冷却対象の冷却効率を向上できる。
【０００９】
　ここで、被冷却面に沿って流通する第１空気は、当該被冷却面の全域を冷却しやすいよ
うに、当該被冷却面の中央を通ることが望まれる。しかしながら、ダクト内を流通する第
１空気の流速が高い場合など、第１送出口から送出されて被冷却面に沿って流通する第１
空気の流通方向が、被冷却面の中央を通る方向から第２送出口の配置側にずれる可能性が
ある。
　これに対し、上記第１態様によれば、第２送出口から送出される際の第２空気の流通方
向である第２方向が、第１送出口から送出される際の第１空気の流通方向である第１方向
と交差するので、被冷却面に沿って流通する際に第１空気が被冷却面の中央を通るように
、当該第１空気の流通方向を第２空気によって調整できる。従って、被冷却面の中央を通
る方向に第１空気を流通させやすくすることができるので、被冷却面の全域を冷却しやす
くすることができ、冷却対象の冷却効率を向上できる。
【００１０】
　上記第１態様では、前記第１送出口から送出される空気の流速は、前記第２送出口から
送出される空気の流速より高いことが好ましい。
　ここで、第１空気の流速が第２空気の流速より低い場合、流速の高い第２空気の流れに
引かれ、第１空気が、被冷却面から離れる方向に流通してしまう可能性がある。
　これに対し、上記第１態様によれば、第１空気の流速が第２空気の流速より高いので、
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当該第１空気が、被冷却面から離れる方向に流通することを第２空気の流れにより確実に
抑制でき、当該第１空気を被冷却面に沿って流通させることができる。従って、冷却対象
の冷却効率を一層向上できる。
【００１１】
　上記第１態様では、前記第２送出口は、前記被冷却面に対向する方向において前記第１
送出口に対して前記被冷却面から離れた位置に開口していることが好ましい。
　上記第１態様によれば、第２送出口が、第１送出口に対して被冷却面から離れた位置に
開口していることにより、第２空気が流通する領域を被冷却面から離すことができる。こ
れによれば、当該領域と被冷却面との間に、第１空気を流通させやすくすることができる
。従って、当該第１空気を被冷却面に沿わせやすくすることができ、冷却対象の冷却効率
を確実に向上できる。
【００１２】
　上記第１態様では、光源装置と、前記光源装置から出射された複数の色光を色光毎に変
調する複数の光変調装置と、前記複数の光変調装置により変調された前記複数の色光を合
成する色合成装置と、前記色合成装置により合成された前記複数の色光を投射する投射光
学装置と、を備え、前記冷却対象は、前記複数の光変調装置に含まれる第１光変調装置で
あり、前記被冷却面は、入射される色光に直交する端面であることが好ましい。
　なお、光変調装置としては、液晶パネルを例示できる。また、第１光変調装置において
入射される色光に直交する端面とは、当該色光の入射側の端面又は出射側の端面を例示で
きる。
　上記第１態様によれば、被冷却面である端面に沿って第１空気を流通させることができ
るので、冷却対象である第１光変調装置の冷却効率を向上できる。
【００１３】
　上記第１態様では、前記ダクトは、前記第１送出口を有し、前記第１送出口を介して内
部を流通する空気を送出する第１光変調装置用ダクト部と、前記第２送出口、及び、前記
複数の光変調装置に含まれる前記第２光変調装置に向けて空気を送出する第３送出口を有
し、前記第２送出口及び前記第３送出口のそれぞれを介して内部を流通する空気を送出す
る第２光変調装置用ダクト部と、を備えることが好ましい。
　上記第１態様によれば、第１光変調装置を第２光変調装置より冷却する必要がある場合
に、第１ダクト部を流通する空気を、第１送出口を介して送出し、第２ダクト部を流通す
る空気の一部を、第２送出口を介して送出することで、第１光変調装置の冷却効率を向上
できる。この他、第２ダクト部を流通する空気の他の一部を、第３送出口を介して送出す
ることにより、第２光変調装置を冷却できる。従って、第１及び第２光変調装置を効率よ
く冷却できる。
【００１４】
　上記第１態様では、前記第１光変調装置及び前記第２光変調装置は、それぞれ、前記端
面が互いに略直交するように配置され、前記第２光変調装置用ダクト部は、前記第２送出
口に向かう空気、及び、前記第３送出口に向かう空気を分岐させる分岐部を有し、前記第
２光変調装置用ダクト部における前記分岐部から前記第３送出口までの部位は、前記第２
光変調装置における前記端面に沿うことが好ましい。
【００１５】
　ここで、第２光変調装置用ダクト部において第３送出口に至る部位が、第２光変調装置
における上記端面に沿う場合、当該ダクト部内を流通して第３送出口から送出される空気
は、第３送出口から離れるに従って、当該ダクト部内の空気の流通方向上流側（基端側）
から下流側（先端側）に傾斜する。すなわち、第２光変調装置を光入射側から見た場合、
第３送出口から送出された空気は、当該第３送出口から離れるに従って、当該流通方向上
流側から下流側に斜方に流通しやすい。そして、当該空気の流速が高い場合には、第２光
変調装置において高温となる中央部分より当該流通方向下流側に空気が流通して、当該中
央部分を十分に冷却できない可能性がある。
【００１６】
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　これに対し、上記第１態様によれば、第３送出口から送出される空気は、第２ダクト部
に導入された空気の一部であり、第２光変調装置用ダクト部は、分岐部が設けられること
で、内部を流通する空気の流路が長くなる。これによれば、第３送出口から送出される空
気の流速を低下させることができる。従って、第３送出口から送出された空気が第２光変
調装置の中央部分を流通するように調整でき、当該第２光変調装置の冷却効率を向上でき
る。
【００１７】
　上記第１態様では、前記第１光変調装置用ダクト部に空気を送出する第１ファンと、前
記第２光変調装置用ダクト部に空気を送出する第２ファンと、を備えることが好ましい。
　上記第１態様によれば、第１及び第２光変調装置用ダクト部に、それぞれ独立したファ
ンからの空気が導入されるので、当該第１及び第２光変調装置用ダクト部に１つのファン
からの空気が導入される場合に比べて、第１及び第２光変調装置に送出される空気の流量
を増やすことができる。従って、第１及び第２光変調装置の冷却効率を一層向上できる。
【００１８】
　上記第１態様では、前記光源装置は、放電発光型の光源ランプを有し、前記第１光変調
装置は、緑色光を変調する光変調装置であり、前記第２光変調装置は、赤色光及び青色光
のいずれかを変調する光変調装置であることが好ましい。
　ここで、放電発光型の光源ランプとしては、赤色成分及び青色成分より緑色成分が多く
含まれる光を出射するものがある。このような光源ランプが採用されている場合、緑色光
を変調する光変調装置は、赤色光及び青色光を変調する光変調装置よりも高温になりやす
く、劣化しやすい。
　これに対し、上記第１態様では、第１光変調装置は、緑色光を変調する光変調装置であ
るので、高温となりやすい第１光変調装置の冷却効率を向上できる。従って、プロジェク
ターの長寿命化を図ることができる。
　なお、赤色光用及び青色光用の光変調装置のうち高温となりにくいのは、青色光用の光
変調装置である。このため、第２光変調装置を、青色光を変調する光変調装置とし、第２
ダクト部を流通する空気の一部を第２送出口から送出することで、各光変調装置を効率よ
く冷却できる。
【００１９】
　本発明の第２態様に係るプロジェクターは、入射される光を変調する光変調装置と、前
記光変調装置に空気を導くダクトと、を備え、前記ダクトは、前記光変調装置に入射され
る光の中心軸に直交する第１直交方向の一端側にそれぞれ配置され、前記中心軸及び前記
第１直交方向のそれぞれに直交する第２直交方向にそれぞれ延出する第１ダクト部及び第
２ダクト部を有し、前記第１ダクト部は、前記第２直交方向の一端側に形成されて、当該
第１ダクト部内を前記第２直交方向の一端側から他端側に向けて流通する空気を、前記第
２直交方向の一端側から前記光変調装置に向けて送出する第１送出口を有し、前記第２ダ
クト部は、前記第２直交方向の他端側に形成されて、当該第２ダクト部内を前記第２直交
方向の他端側から一端側に向けて流通する空気を、前記中心軸に直交する前記光変調装置
の端面に沿って前記他端側から送出する第２送出口を有し、前記第２送出口は、前記中心
軸に沿う方向において前記第１送出口より前記光変調装置の光入射側に位置することを特
徴とする。
【００２０】
　上記第２態様によれば、上記第１態様と同様の効果を奏することができる。
　すなわち、ダクトを構成する第１ダクト部及び第２ダクト部は、それぞれ、光変調装置
に対して第１直交方向の一端側（例えば下方）に配置され、第２直交方向（例えば幅方向
）に沿って延出している。これらのうち、第１ダクト部は、第２直交方向の一端側から他
端側に向けて流通する空気を、当該一端側から光変調装置に向けて送出する第１送出口を
有する。すなわち、第１送出口から送出される空気は、当該第１送出口から離れるに従っ
て、第２直交方向の一端側から他端側に流通する。
　また、第２ダクト部は、第２直交方向の他端側から一端側に向けて流通する空気を、当
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該他端側から上記端面に沿う方向に送出する第２送出口を有する。すなわち、第２送出口
から送出される空気は、当該第２送出口から離れるに従って、第２直交方向の他端側から
一端側に流通する。このため、第１送出口から送出される空気の流通方向と、第２送出口
から送出される空気の流通方向とは、上記光入射面に対向する方向から見て交差する。
【００２１】
　そして、第２送出口は、第１送出口より光変調装置の光入射側に位置する。このため、
第１送出口から送出された空気は、光変調装置における上記端面と第２送出口から送出さ
れた空気が流通する領域との間を流通することとなる。
　これによれば、第１送出口から送出された空気が、光変調装置に当たって上記端面から
離れる方向に流通することを、第２送出口から送出される空気の流れによって妨げること
ができる。従って、第１送出口から送出された空気を、上記端面寄りの領域で、かつ、当
該端面に沿って流通させることができるので、光変調装置の冷却効率を向上できる。
【００２２】
　ここで、上記と同様に、上記端面に沿って流通する第１空気は、当該端面の全域を冷却
しやすいように、当該端面の中央を通ることが望まれる。しかしながら、第１送出口は、
第１ダクト部内を上記第２直交方向の一端側から他端側に向けて流通する空気を光変調装
置に向けて送出することから、第１送出口から送出される空気は、当該第１送出口から離
れるに従って他端側に偏りやすい。このため、第１ダクト部内を流通する空気の流速が高
い場合には、当該空気は、当該空気が沿って流れる上記端面の中央から上記他端側の領域
に偏る可能性がある。このような場合には、光変調装置において高温となりやすい中央部
分を冷却しづらい他、当該光変調装置における上記一端側に空気が流通しづらいため、光
変調装置の冷却効率がそれほど高くならない可能性がある。
　これに対し、上記第２態様では、第２送出口により、第２ダクト部内を上記第２直交方
向の他端側から一端側に向けて流通した空気が送出されることで、当該空気の流通方向と
、第１送出口から送出された空気の流通方向とを交差させ、当該第１送出口から送出され
た空気の流通方向を上記一端側に偏らせることができる。これにより、第１送出口から送
出された空気の流通方向を、上記端面の中央を通る方向に調整できる。従って、光変調装
置において高温となりやすい中央部分を冷却しやすくすることができる他、上記端面の全
体に沿って空気を流通させることができるので、上記の場合に比べて光変調装置の冷却効
率を向上できる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明の一実施形態に係るプロジェクターを示す斜視図。
【図２】上記実施形態におけるプロジェクターを示す平面図。
【図３】上記実施形態における光学ユニットを示す斜視図。
【図４】上記実施形態における光学ユニットの構成を示す模式図。
【図５】上記実施形態における投射光学装置を示す断面図。
【図６】上記実施形態における画像形成装置を示す斜視図。
【図７】上記実施形態における画像形成装置を示す斜視図。
【図８】上記実施形態における画像形成装置を示す平面図。
【図９】上記実施形態におけるプリズムベースを示す断面図。
【図１０】上記実施形態におけるロアーケース内部を示す平面図。
【図１１】上記実施形態におけるダクトを示す斜視図。
【図１２】上記実施形態における下部ダクトの内面を示す斜視図。
【図１３】上記実施形態におけるダクトと画像形成装置との位置関係を示す平面図。
【図１４】上記実施形態における液晶パネルを冷却する空気の流れを示す図。
【図１５】上記実施形態における液晶パネルを冷却する空気の流れを示す図。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、本発明の一実施形態を、図面に基づいて説明する。
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　［プロジェクターの概略構成］
　図１は、本実施形態に係るプロジェクター１を示す斜視図である。また、図２は、カバ
ー部材２２を取り外した状態のプロジェクター１を天面部２Ａ側から見た平面図である。
なお、図２においては、外装筐体２内において装置本体３を構成する光学ユニット４の配
置位置を点線で示している。
　本実施形態に係るプロジェクター１は、ＰＣ（Personal Computer）等の画像出力装置
（図示省略）から受信される画像情報に応じた画像を形成し、当該画像をスクリーン等の
被投射面上に拡大投射するものである。このプロジェクター１は、図１及び図２に示すよ
うに、外装を構成して、後述する装置本体３を内部に収容する外装筐体２を備える。
　外装筐体２は、全体略直方体形状を有する合成樹脂製の筐体である。この外装筐体２は
、互いに対向する天面部２Ａ及び底面部２Ｂと、左右の両側面部２Ｃ，２Ｄと、背面部２
Ｅ及び前面部２Ｆとを有する。そして、プロジェクター１は、被投射面に対して前面部２
Ｆ側が近い位置となり、背面部２Ｅ側が離れた位置となるように配置される。
【００２５】
　天面部２Ａは、前面部２Ｆから背面部２Ｅに向かう方向の略中心位置よりも背面部２Ｅ
側に位置する第１傾斜面２Ａ１及び第２傾斜面２Ａ２と、操作パネル２Ａ３とを有する。
　第１傾斜面２Ａ１は、第２傾斜面２Ａ２に対して背面部２Ｅ側に位置し、当該背面部２
Ｅ側から前面部２Ｆ側に向かうに従って、底面部２Ｂに近接する方向に傾斜している。こ
の第１傾斜面２Ａ１には、後述する投射光学装置４６の非球面ミラー４６２に向けて窪む
凹部２Ａ１１が形成されている。この凹部２Ａ１１は、第１傾斜面２Ａ１における左側面
部２Ｃ側に形成され、当該凹部２Ａ１１の底部分には、当該投射光学装置４６により投射
される画像を通過させる第１開口部２Ａ１２が形成されている。この第１開口部２Ａ１２
の形成位置は、当該投射光学装置４６が有する開口部４６３１（図５）に対応している。
【００２６】
　第２傾斜面２Ａ２は、第１傾斜面２Ａ１に連接し、背面部２Ｅから前面部２Ｆに向かう
に従って底面部２Ｂから離間する方向に傾斜している。
　操作パネル２Ａ３は、天面部２Ａにおいて背面部２Ｅ側の端部から第１傾斜面２Ａ１に
至るまでの範囲内で、かつ、側面部２Ｄ側の位置に設けられている。この操作パネル２Ａ
３には、プロジェクター１を操作するための複数のキーが配設されている。
【００２７】
　天面部２Ａを上側にして前面部２Ｆ側からプロジェクター１を見た場合に、左側に位置
する左側面部２Ｃには、吸気口２Ｃ１が形成されている。この吸気口２Ｃ１の内側には、
エアフィルター（図示省略）が設けられ、当該吸気口２Ｃ１及びエアフィルターを介して
装置本体３を冷却する空気が外装筐体２内に導入される。
　左側面部２Ｃとは反対側の右側面部２Ｄには、装置本体３を冷却した空気を外装筐体２
外に排出する排気口２Ｄ１（図２）が形成されている。
【００２８】
　右側面部２Ｄの略中央は、筐体本体２１の側面に設けられたインターフェイス部２３（
図２）を覆い、当該筐体本体２１に着脱自在に設けられるカバー部材２２により形成され
る。このカバー部材２２は、詳しい図示を省略するが、第２傾斜面２Ａ２を含む天面部２
Ａの一部、底面部２Ｂの一部、及び、右側面部２Ｄの一部をそれぞれ形成する３つの側面
部を有する横向きの略Ｕ字状に形成されている。
　なお、上記筐体本体２１は、上記天面部２Ａ、及び、各面部２Ｃ，２Ｄ，２Ｅ，２Ｆの
それぞれの一部を構成するアッパーケース２１１と、底面部２Ｂ、及び、各面部２Ｃ，２
Ｄ，２Ｅ，２Ｆのそれぞれの一部を構成するロアーケース２１２とが組み合わされて構成
されている。
【００２９】
　［装置本体の構成］
　装置本体３は、図２に示すように、外装筐体２内に収容されている。この装置本体３は
、画像を形成及び投射する光学ユニット４と、プロジェクター１の構成部品を冷却する冷
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却装置６（図１０参照）と、を備える。この他、具体的な図示を省略するが、装置本体３
は、プロジェクター１の構成部品に電力を供給する電源装置、及び、プロジェクター１の
動作を制御する制御装置等を備える。
【００３０】
　［光学ユニットの概略構成］
　図３は、光学ユニット４を示す斜視図であり、図４は、光学ユニット４の構成を示す模
式図である。
　光学ユニット４は、上記制御装置による制御の下、画像情報（画像信号を含む）に応じ
た画像を形成して投射する。この光学ユニット４は、図３及び図４に示すように、光源装
置４１（図３及び図４）及び各種装置４２～４６（図４）と、光学部品用筐体４７（図３
及び図４）と、レンズ支持部材４８（図３）と、プリズムベース４９（図３）と、を備え
る。
【００３１】
　なお、本実施形態では、光源装置４１から出射される光の進行方向をＺ方向とし、当該
Ｚ方向にそれぞれ直交し、かつ、互いに直交する方向をＸ方向及びＹ方向とする。また、
Ｙ方向は、上記底面部２Ｂから天面部２Ａに向かう方向とし、Ｘ方向は、背面部２Ｅから
前面部２Ｆに向かう方向とする。すなわち、Ｘ方向は、プロジェクター１を天面部２Ａ側
から平面視した場合に、投射光学装置４６による画像の投射方向と平行な方向（詳しくは
、当該画像の投射方向と同方向）となる。
【００３２】
　光源装置４１は、図４に示すように、放電発光型の光源ランプ４１１、リフレクター４
１２及び平行化レンズ４１３と、これらを内部に収納するハウジング４１４と、を有し、
均一化装置４２に光を出射する。これらの光源ランプ４１１は、本実施形態では、赤色成
分及び青色成分より、緑色成分が多く含まれる白色光を出射する光源ランプが採用されて
いる。
　均一化装置４２は、光源装置４１から出射された光束の中心軸に対する直交面内の照度
を均一化する。この均一化装置４２は、光源装置４１からの光の入射順に、第１レンズア
レイ４２１、調光装置４２２、第２レンズアレイ４２３、偏光変換素子４２４及び重畳レ
ンズ４２５を有する。
【００３３】
　色分離装置４３は、均一化装置４２から入射される光束を、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）及び青
（Ｂ）の３つの色光に分離する。この色分離装置４３は、青色光を反射させて緑色光及び
赤色光を透過させるダイクロイックミラー４３１と、当該ミラー４３１を透過した緑色光
及び赤色光のうち、緑色光を反射させて赤色光を透過させるダイクロイックミラー４３２
と、青色光の光路上に設けられる反射ミラー４３３と、を有する。
　リレー装置４４は、分離された赤色光の光路上に設けられる。このリレー装置４４は、
入射側レンズ４４１、リレーレンズ４４３及び反射ミラー４４２，４４４を有する。
【００３４】
　電気光学装置４５は、分離された各色光を変調して、画像信号に応じた画像を形成する
。この電気光学装置４５は、それぞれ分離された色光毎に設けられるフィールドレンズ４
５１、入射側偏光板４５２、光変調装置としての液晶パネル４５３及び出射側偏光板４５
４と、色合成装置としてのクロスダイクロイックプリズム４５５と、を有する。これらの
うち、液晶パネル４５３（赤、緑及び青用の液晶パネルをそれぞれ４５３Ｒ，４５３Ｇ，
４５３Ｂとする）は、入射される色光を、上記制御装置から入力される画像信号に基づい
てそれぞれ変調する。また、クロスダイクロイックプリズム４５５は、各液晶パネル４５
３Ｒ，４５３Ｇ，４５３Ｂにより変調された各色光（各色画像）を合成する。
　なお、詳しくは後述するが、液晶パネル４５３、出射側偏光板４５４及びクロスダイク
ロイックプリズム４５５は一体化されており、これらにより画像形成装置５が構成されて
いる。
【００３５】
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　［投射光学装置の構成］
　図５は、投射光学装置４６を示す断面図である。換言すると、図５は、プロジェクター
１を示すＸＹ断面図である。なお、図５においては、光学部品用筐体４７等の図示を省略
している。
　投射光学装置４６は、電気光学装置４５（画像形成装置５）から入射される光（画像）
を上記被投射面上に拡大投射する。この投射光学装置４６は、図５に示すように、複数の
レンズ４６１と、反射ミラーである非球面ミラー４６２と、これらを内部に収納する中空
状の保持体４６３とを備える。
【００３６】
　複数のレンズ４６１は、例えば、ズームレンズ及びフォーカスレンズを有する。
　非球面ミラー４６２は、回転対称でない自由曲面形状の反射面４６２Ａを有する。この
非球面ミラー４６２は、投射光学装置４６における光路最下流において、反射面４６２Ａ
が前面部２Ｆ側斜め上方（底面部２Ｂに対する天面部２Ａ側）を向くように配設される。
そして、当該非球面ミラー４６２は、複数のレンズ４６１により、前面部２Ｆ側から背面
部２Ｅ側に導かれた画像を前面部２Ｆ側に反射させ、斜め上方側に折り返すとともに、当
該画像を広角化する。
　保持体４６３の天面部２Ａ側には、非球面ミラー４６２にて反射された画像を通過させ
る開口部４６３１が形成され、当該開口部４６３１には、可視光を透過させるガラス等の
基板４６３２が嵌め込まれている。
【００３７】
　［光学部品用筐体の構成］
　光学部品用筐体４７は、図３に示すように、部品収納部材４７１及び蓋状部材４７２に
より構成される箱状筐体であり、図４に示すように、内部に照明光軸ＡＸが設定されてい
る。そして、上記光源装置４１及び各装置４２～４４は、光学部品用筐体４７内において
照明光軸ＡＸに対する所定位置に配置され、上記装置４５，４６は、当該照明光軸ＡＸの
延長線上の位置に配置される。このため、光源装置４１が光学部品用筐体４７に配置され
た際には、当該光源装置４１から出射される光の中心軸は、照明光軸ＡＸと一致する。
　なお、光学部品用筐体４７は、図３に示すように、内外を連通する複数の開口部４７１
１を有し、当該開口部４７１１を介して空気が内外に流通することで、内部に収納された
光学部品が冷却される。
【００３８】
　このような光学部品用筐体４７は、図２に示したように、照明光軸ＡＸが前面部２Ｆに
沿うように配置される。また、投射光学装置４６は、当該投射光学装置４６を透過する光
の中心軸が左側面部２Ｃに沿うように配置される。換言すると、光学部品用筐体４７は、
照明光軸ＡＸがＺ方向に沿うように配置され、投射光学装置４６は、当該投射光学装置４
６を透過する光の中心軸がＸ方向に沿うように配置される。すなわち、光学ユニット４は
、天面部２Ａ側から見て略Ｌ字状に構成される。
【００３９】
　レンズ支持部材４８は、図３に示すように、投射光学装置４６を支持した状態で、光学
部品用筐体４７と組み合わされ、底面部２Ｂの内面に固定される。このレンズ支持部材４
８は、投射光学装置４６の光軸に沿って見た場合に略Ｕ字状に形成されたＵ字状部４８１
を有し、当該Ｕ字状部４８１の底部にて投射光学装置４６を支持する。この他、Ｕ字状部
４８１には、光学部品用筐体４７の端部が当接され、これらが組み合わされた状態で、ね
じにより互いに固定される。更に、Ｕ字状部４８１において投射光学装置４６への光の入
射側の端面には、後述するプリズムベース４９が固定される。
【００４０】
　［画像形成装置の構成］
　図６は、緑色光及び赤色光の入射側から見た画像形成装置５を示す斜視図である。また
、図７は、光出射側から見た画像形成装置５を示す斜視図である。図８は、天面部２Ａ側
から見た画像形成装置５を示す平面図である。
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　画像形成装置５は、図６～図８に示すように、上記３つの液晶パネル４５３（４５３Ｒ
，４５３Ｇ，４５３Ｂ）、３つの出射側偏光板４５４及びクロスダイクロイックプリズム
（以下、プリズムと略す場合がある）４５５を備える他、第１保持部材５１及び第２保持
部材５２を備える。そして、画像形成装置５は、各保持部材５１，５２により、各液晶パ
ネル４５３、各出射側偏光板４５４及びプリズム４５５が一体化された状態で、後述する
プリズムベース４９により、レンズ支持部材４８に固定される。
【００４１】
　以下、画像形成装置５の構成について説明する。
　液晶パネル４５３は、入射される色光を画像情報に応じて変調して、当該色光に応じた
画像を形成するパネル本体４５３１と、当該パネル本体４５３１から延出するフレキシブ
ルプリント基板４５３２と、パネル本体４５３１をそれぞれの光入射側及び光出射側から
挟む入射側保持枠４５３３及び出射側保持枠４５３４と、を有する。
　これらのうち、入射側保持枠４５３３の略中央には、入射される色光を透過させて、内
部に収納されるパネル本体４５３１に当該色光を入射させる開口部４５３３Ａが形成され
ている。同様に、出射側保持枠４５３４の略中央には、図示を省略するが、当該パネル本
体４５３１により変調された色光を透過させる開口部が形成されている。
【００４２】
　プリズム４５５は、直角三角柱状を有する４つのプリズムを貼り合せた略直方体形状を
有する。このプリズム４５５は、図７及び図８に示すように、上記各液晶パネル４５３及
び出射側偏光板４５４を通過した赤（Ｒ）、緑（Ｇ）及び青（Ｂ）の各色光がそれぞれ入
射される３つの光入射面４５５０（赤、緑及び青用の光入射面をそれぞれ４５５Ｒ，４５
５Ｇ，４５５Ｂとする）を有する。これら光入射面４５５０（４５５Ｒ，４５５Ｇ，４５
５Ｂ）に対向するように、第１保持部材５１及び第２保持部材５２により、対応する液晶
パネル４５３（４５３Ｒ，４５３Ｇ，４５３Ｂ）及び出射側偏光板４５４が保持される。
すなわち、プリズム４５５に対して、液晶パネル４５３ＲはＺ方向側に位置し、液晶パネ
ル４５３ＧはＸ方向側に位置し、液晶パネル４５３ＢはＺ方向とは反対側に位置する。そ
して、液晶パネル４５３Ｇは、当該液晶パネル４５３Ｇの光入射側の端面が、液晶パネル
４５３Ｒ，４５３Ｂの光入射側の端面と略直交するように配置され、液晶パネル４５３Ｒ
，４５３Ｂは、それぞれの光入射側の端面が互いに平行となるように配置される。
【００４３】
　このようなプリズム４５５において、上記４つのプリズムを互いに貼り合せた界面には
、２つの誘電体多層膜が形成されている。これら誘電体多層膜は、光入射面４５５Ｇから
入射された緑色光を透過させ、光入射面４５５Ｒ及び光入射面４５５Ｂから入射された赤
色光及び青色光をそれぞれ緑色光が透過する方向に反射させる。このようにして合成され
た各色光は、合成光として光入射面４５５Ｇとは反対側に位置する光出射面４５５Ａから
、上記投射光学装置４６に出射される。
　また、プリズム４５５において、各光入射面４５５Ｒ，４５５Ｇ，４５５Ｂ及び光出射
面４５５Ａと交差する一対の側面のうち、底面部２Ｂ側の側面４５５Ｔ（図９参照）は、
後述するプリズムベース４９の支持部４９３に接着固定される。これにより、プリズム４
５５は、プリズムベース４９、ひいては、上記レンズ支持部材４８に支持される。
【００４４】
　第１保持部材５１及び第２保持部材５２は、液晶パネル４５３と、対応する光入射面４
５５０との間にそれぞれ配置され、当該液晶パネル４５３を光入射面４５５０に固定する
。すなわち、第１保持部材５１及び第２保持部材５２は、分離された色光毎に設けられ、
本実施形態では、それぞれ３つ設けられる。
　第１保持部材５１は、第２保持部材５２に対して光出射側に位置し、光入射面４５５０
に固定される。このような第１保持部材５１は、板状の金属製部材であり、詳しい図示を
省略するが、当該第１保持部材５１の略中央には、当該光入射面４５５０との間に隙間が
形成されるように出射側偏光板４５４が取り付けられる取付部が設けられ、また、当該出
射側偏光板４５４を透過した光を光入射面４５５０に入射させる開口部が形成されている
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。
　更に、第１保持部材５１の四隅近傍には、図７及び図８に示すように、光入射側に突出
する突出部５１１がそれぞれ設けられている。
【００４５】
　第２保持部材５２は、図６～図８に示すように、液晶パネル４５３を保持した状態で、
第１保持部材５１により支持され、これにより、液晶パネル４５３が、対応する光入射面
４５５０に保持される。
　この第２保持部材５２は、板状の金属製部材であり、当該第２保持部材５２における光
入射側の面は、液晶パネル４５３が取り付けられる取付面である。この取付面の略中央に
は、液晶パネル４５３を透過した光が通過する開口部（図示省略）が形成されている。
　また、第２保持部材５２の四隅近傍には、孔部（図示省略）がそれぞれ形成されている
。これら孔部に上記突出部５１１が挿入された状態で、液晶パネル４５３の位置調整が治
具（図示省略）を用いて行われる。そして、各孔部内に注入された紫外線硬化接着剤等の
接着剤を硬化させることで、第２保持部材５２が第１保持部材５１に固定される。これに
より、各液晶パネル４５３及び各出射側偏光板４５４がプリズム４５５に固定され、これ
らが一体化する。
【００４６】
　［プリズムベースの構成］
　図９は、画像形成装置５を支持した状態のプリズムベース４９を示す断面図である。詳
述すると、図９は、当該状態のプリズムベース４９のＸＹ断面を示す図である。
　プリズムベース４９は、図９に示すように、側面視略Ｌ字状に形成されており、上記プ
リズム４５５の側面４５５Ｔと当接し、上記画像形成装置５を支持するとともに、レンズ
支持部材４８に取り付けられる。このプリズムベース４９は、レンズ支持部材４８に接続
される接続部４９１と、当該接続部４９１からＸ方向に延出した後、Ｙ方向側に延出する
延出部４９２と、当該延出部４９２の先端部に設けられ、上記側面４５５Ｔを支持する支
持部４９３とを有する。
【００４７】
　接続部４９１は、上記Ｕ字状部４８１の端部に接続される接続面４９１１を有する。
　延出部４９２におけるＹ方向とは反対側の面は、Ｘ方向及びＹ方向にそれぞれ傾斜する
傾斜面４９４とされている。
　支持部４９３は、ＸＺ平面に沿い上記側面４５５Ｔを支持する支持面４９３１を有する
。この支持面４９３１の略中央には、膨出部４９３２が形成されており、当該膨出部４９
３２にて、支持されるプリズム４５５の姿勢を調整可能である。
　このようなプリズムベース４９は、ダイカストにより形成され、経年劣化が生じにくい
構成となっている。しかしながら、これに限らず、プリズムベース４９の材料は、変更可
能である。
【００４８】
　［冷却装置の構成］
　図１０は、ロアーケース２１２内部を示す平面図である。換言すると、図１０は、ロア
ーケース２１２内に配置される投射光学装置４６、画像形成装置５及び冷却装置６の位置
を示す平面図である。
　冷却装置６は、上記のように、プロジェクター１の構成部品を冷却する。この冷却装置
６は、図１０に示すように、画像形成装置５を冷却する空気を吐出する３つのファン６１
と、当該各ファン６１から吐出された空気を各液晶パネル４５３に導くダクト６２と、を
備える。この他、冷却装置６は、図示を省略するが、吸気口２Ｃ１を介して外部の空気を
外装筐体２内に取り込む吸気ファン、及び、プロジェクター１の構成部品の冷却に供され
て熱を帯びた空気を、排気口２Ｄ１を介して外装筐体２外に排出する排気ファンを備える
。
【００４９】
　［ファンの構成］
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　３つのファン６１のうち、液晶パネル４５３Ｒを冷却する空気を送風するファン６１Ｒ
は、投射光学装置４６と左側面部２Ｃの内面との間に配置される。また、液晶パネル４５
３Ｇを冷却する空気を送風するファン６１Ｇ（第１ファンに相当）は、天面部２Ａ側から
見た場合に、光学部品用筐体４７の外側で、かつ、左側面部２Ｃと前面部２Ｆとの角隅部
近傍に配置される。更に、液晶パネル４５３Ｂを冷却する空気を送風するファン６１Ｂ（
第２ファンに相当）は、天面部２Ａ側から見た場合に、光学部品用筐体４７の外側で、か
つ、前面部２Ｆ側の位置に配置される。
【００５０】
　これらファン６１Ｒ，６１Ｇ，６１Ｂのうち、ファン６１Ｒ，６１Ｂは、吸気口が形成
された吸気面が底面部２Ｂの内面２Ｂ１から起立するように配置されている。一方、ファ
ン６１Ｇは、吸気面が内面２Ｂ１に沿うように配置される。しかしながら、このようなフ
ァン６１の配置に限らず、他の配置を採用してもよい。
　そして、これらファン６１Ｒ，６１Ｇ，６１Ｂは、それぞれ、ダクト６２において対応
する導入口６２Ｒ１，６２Ｇ１，６２Ｂ１に、外装筐体２内に導入された空気を吸引して
送出する。
【００５１】
　［ダクトの構成］
　図１１は、ダクト６２を示す斜視図であり、図１２は、ダクト６２を構成する下部ダク
ト６２２の内面を示す平面図である。また、図１３は、ダクト６２と画像形成装置５との
位置関係を示す平面図である。
　ダクト６２は、上記のように、各ファン６１から送出された空気を、各液晶パネル４５
３に導くものであり、画像形成装置５及び光学部品用筐体４７と内面２Ｂ１との間に配置
される。すなわち、ダクト６２は、画像形成装置５に対して底面部２Ｂ側（Ｙ方向とは反
対側）に配置される。このダクト６２は、図１１に示すように、天面部２Ａ側に位置する
上部ダクト６２１と、底面部２Ｂ側に位置する下部ダクト６２２とが組み合わされた構成
を有する。
　このようなダクト６２は、図１１～図１３に示すように、ファン６１Ｒから送出された
空気を液晶パネル４５３Ｒに導くダクト部６２Ｒと、ファン６１Ｇから送出された空気を
液晶パネル４５３Ｇに導くダクト部６２Ｇと、ファン６１Ｂから送出された空気を液晶パ
ネル４５３Ｂに導くとともに、上記偏光変換素子４２４に導くダクト部６２Ｂと、を有し
、これらが一体的に形成された構成を有する。
【００５２】
　ダクト部６２Ｒは、天面部２Ａ側から見た場合に、円弧状に略９０°湾曲した形状に形
成されている。このダクト部６２Ｒは、一端側にファン６１Ｒの吐出口と接続される導入
口６２Ｒ１を有し、他端側に内部を流通した空気を液晶パネル４５３Ｒに向けて送出する
送出口６２Ｒ２を有する。そして、ダクト部６２Ｒ内において送出口６２Ｒ２に応じた位
置には、図１２に示すように、ダクト部６２Ｒ内を流通した空気を送出口６２Ｒ２に向け
させ、当該空気を送出口６２Ｒ２のＹ方向側（天面部２Ａ側）に位置する液晶パネル４５
３Ｒに向ける湾曲部６２Ｒ３が形成されている。
【００５３】
　なお、ダクト部６２Ｒは、図１３に示すように、当該ダクト部６２Ｒの終端側（送出口
６２Ｒ２が位置する端部側）に向かうに従って、液晶パネル４５３Ｒに入射される赤色光
の中心軸に沿うように形成及び配置されている。このため、ダクト部６２Ｒ内を流通して
、送出口６２Ｒ２から送出される空気の流通方向は、液晶パネル４５３Ｒの幅方向（すな
わち、Ｘ方向）の中心線に沿う方向となる。
【００５４】
　ダクト部６２Ｇは、本発明の第１光変調装置用ダクト部及び第１ダクト部に相当する。
このダクト部６２Ｇは、図１３に示すように、天面部２Ａ側から見た場合に、第１光変調
装置としての液晶パネル４５３Ｇに入射される緑色光の中心軸に対して直交する方向（Ｚ
方向）に延出している。換言すると、ダクト部６２Ｇは、液晶パネル４５３Ｒに入射され
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る赤色光の中心軸に沿って、液晶パネル４５３Ｇの下方（底面部２Ｂ側）にまで延出して
いる。
　このダクト部６２Ｇは、図１１～図１３に示すように、一端側にファン６１Ｇの吐出口
と接続される導入口６２Ｇ１を有し、他端側に内部を流通した空気を液晶パネル４５３Ｇ
に向けて送出する送出口６２Ｇ２（本発明の第１送出口に相当）を有する。この送出口６
２Ｇ２は、図１３に示すように、液晶パネル４５３Ｇ、及び、当該液晶パネル４５３Ｇを
光入射面４５５Ｇに保持させる上記第２保持部材５２のそれぞれの底面部２Ｂ側に位置し
ている。そして、この送出口６２Ｇ２において、光入射側の端縁と光出射側の端縁との間
の寸法は、液晶パネル４５３Ｇの同方向の寸法より大きく形成されており、当該送出口６
２Ｇ２の形成範囲内に、液晶パネル４５３Ｇにおける光入射側の端面及び光出射側の端面
が位置するように、送出口６２Ｇ２は形成されている。
【００５５】
　なお、ダクト部６２Ｇ内において送出口６２Ｇ２に応じた位置には、図１２に示すよう
に、上記湾曲部６２Ｒ３と同様に、ダクト部６２Ｇ内を流通した空気を送出口６２Ｇ２に
向けさせる湾曲部６２Ｇ３が形成されている。
　また、ダクト部６２Ｇは、図１１及び図１３に示すように、矩形状の送出口６２Ｇ２の
端縁のうち、液晶パネル４５３Ｇの光入射側に位置し、かつ、当該液晶パネル４５３Ｇの
光入射側の端面に沿う端縁と連続する傾斜部６２Ｇ４を有する。この傾斜部６２Ｇ４は、
液晶パネル４５３Ｇに近接する方向に向かうに従って、緑色光の進行方向（すなわち、Ｘ
方向とは反対方向）に延出するように傾斜している。そして、当該傾斜部６２Ｇ４は、ダ
クト部６２Ｇ内を流通した空気を、湾曲部６２Ｇ３とともに、液晶パネル４５３Ｇに向か
う方向に流通させる。
【００５６】
　ここで、送出口６２Ｇ２から送出された空気は、液晶パネル４５３Ｇに対してＹ方向に
送出される。しかしながら、当該空気は、ダクト部６２Ｇ内をＺ方向とは反対方向に流通
することから、液晶パネル４５３Ｒに向けて送出された空気は、液晶パネル４５３Ｇにお
けるＺ方向側（Ｚ方向の先端側）で、かつ、Ｙ方向とは反対側の位置から、Ｚ方向とは反
対側（Ｚ方向の基端側）で、かつ、Ｙ方向に向けて流通して、当該液晶パネル４５３Ｇを
冷却する。すなわち、送出口６２Ｇ２から送出された空気は、液晶パネル４５３Ｇの光入
射側から見て、当該液晶パネル４５３Ｇの光入射側及び光出射側を、Ｚ方向とは反対方向
及びＹ方向に斜めに流通する。
【００５７】
　なお、詳しくは後述するが、送出口６２Ｇ２から送出された空気は、液晶パネル４５３
ＧにおけるＹ方向とは反対側の端部に送風されることで、Ｙ方向に進むに従って（送出口
６２Ｇ２から離れるに従って）当該液晶パネル４５３Ｇから離れる方向に流通してしまう
。このため、液晶パネル４５３のうち、入射される光量が多く、発熱量が高い液晶パネル
４５３Ｇの中央部分に空気が流通しないため、当該液晶パネル４５３Ｇを十分に冷却でき
ない可能性がある。これに対し、本実施形態では、ダクト部６２Ｂ内を流通する空気の一
部を、送出口６２Ｇ２からの空気の送出位置より更に液晶パネル４５３Ｇの光入射側の位
置（入射側偏光板４５２寄りの位置）に送出することで、当該送出口６２Ｇ２から送出さ
れた空気が、液晶パネル４５３Ｇから離れる方向に流通することを抑制している。
【００５８】
　ダクト部６２Ｂは、本発明の第２光変調装置用ダクト部に相当する。このダクト部６２
Ｂは、図１１及び図１３に示すように、ファン６１Ｂの吐出口と接続される導入口６２Ｂ
１を一端側に有し、第２光変調装置としての液晶パネル４５３Ｂに内部を流通した空気を
送出する送出口６２Ｂ２（本発明の第３送出口に相当）を他端側に有するダクト本体６２
Ｂ０を備える。このダクト本体６２Ｂ０において送出口６２Ｂ２に応じた位置には、図１
２に示すように、上記湾曲部６２Ｒ３，６２Ｇ３と同様に、ダクト本体６２Ｂ０内を流通
した空気を送出口６２Ｂ２に向けさせる湾曲部６２Ｂ３が形成されている。
【００５９】
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　このダクト本体６２Ｂ０は、図１３に示すように、ファン６１Ｂから液晶パネル４５３
Ｂに対してＹ方向とは反対側（底面部２Ｂ側）の位置まで延出しており、略中央部分には
、天面部２Ａ側から見て鈍角に屈曲した分岐部６２Ｂ４が形成されている。
　この分岐部６２Ｂ４からダクト本体６２Ｂ０の終端までの部位は、天面部２Ａ側から見
て、液晶パネル４５３Ｂに入射される青色光の中心軸に直交する方向に延出している。す
なわち、当該部位は、液晶パネル４５３Ｇに入射される緑色光の中心軸に沿うように、液
晶パネル４５３ＢにおけるＸ方向側（液晶パネル４５３Ｇ側）からＸ方向とは反対側（液
晶パネル４５３Ｇとは反対側であり、投射光学装置４６の配置側）に向けて延出している
。このため、送出口６２Ｂ２から送出される空気は、液晶パネル４５３ＧにおけるＸ方向
側（Ｘ方向の先端側）で、かつ、Ｙ方向とは反対側の位置から、Ｘ方向とは反対側（Ｘ方
向の基端側）で、かつ、Ｙ方向に向けて流通して、液晶パネル４５３Ｂを冷却する。すな
わち、送出口６２Ｂ２から送出された空気は、液晶パネル４５３Ｂの光入射側から見て、
当該液晶パネル４５３Ｂの光入射側及び光出射側を、Ｘ方向とは反対方向及びＹ方向に斜
めに流通する。
　このように、送出口６２Ｂ２から送出された空気が流通するため、当該送出口６２Ｂ２
は、液晶パネル４５３ＢのＹ方向とは反対側（底面部２Ｂ側）において、Ｘ方向側に偏っ
た位置に形成されている。
【００６０】
　ダクト部６２Ｂは、図１１～図１３に示すように、上記分岐部６２Ｂ４から分岐して、
上記偏光変換素子４２４に向かって直線状に延出する分岐ダクト部６２Ｂ５を有し、当該
分岐ダクト部６２Ｂ５の終端は、上記光学部品用筐体４７に接続される。この終端には、
送出口６２Ｂ６が形成され、また、当該送出口６２Ｂ６に応じた位置には、図１２に示す
ように、湾曲部６２Ｂ７が形成されている。そして、分岐ダクト部６２Ｂ５内を流通した
空気は、湾曲部６２Ｂ７によって流通方向がＹ方向（天面部２Ａ側）に変更され、当該空
気は、送出口６２Ｂ６を介して偏光変換素子４２４に送出される。なお、分岐部６２Ｂ４
から分岐ダクト部６２Ｂ５内を流通する空気の流量は、当該分岐部６２Ｂ４からダクト本
体６２Ｂ０内を流通する空気の流量より少ない。
【００６１】
　更に、ダクト部６２Ｂは、上記分岐部６２Ｂ４から送出口６２Ｂ２に至るまでの範囲内
に、天面部２Ａ側から見てダクト本体６２Ｂ０から略直角に分岐する他の分岐部６２Ｂ８
と、当該分岐部６２Ｂ８からダクト部６２Ｇ側に延出する他の分岐ダクト部６２Ｂ９と、
を有する。
　分岐ダクト部６２Ｂ９は、本発明の第２ダクト部に相当する。この分岐ダクト部６２Ｂ
９は、詳しくは後述するが、内部を流通した空気を、終端部分に形成された送出口６２Ｂ
Ａ（本発明の第２送出口に相当）を介して液晶パネル４５３Ｇの光入射側に送出して、ダ
クト部６２Ｇ内を流通して液晶パネル４５３Ｇに向けて送出された空気が、当該液晶パネ
ル４５３Ｇから離れる方向に流通することを抑制する空気の流れを形成する。すなわち、
送出口６２ＢＡから送出される空気の流れは、送出口６２Ｇ２から送出される空気の流通
方向を調整する。
　このような空気が送出される送出口６２ＢＡは、図１３に示すように、送出口６２Ｇ２
よりＺ方向とは反対側に位置しており、当該送出口６２ＢＡの中央位置は、送出口６２Ｇ
２の中央位置より液晶パネル４５３Ｇに対して光入射側、すなわち、Ｘ方向側に位置して
いる。
【００６２】
　［緑色光用の液晶パネルを冷却する空気の流れ］
　図１４は、液晶パネル４５３Ｇを冷却する空気の流れを、当該液晶パネル４５３Ｇの光
入射側から見た図である。
　液晶パネル４５３Ｒ，４５３Ｂに比べて発熱量の高い液晶パネル４５３Ｇの光入射側の
端面４５３Ｓは、図１４に示すように、送出口６２Ｇ２から送出された空気のうち、液晶
パネル４５３Ｇの光入射側を流通する空気（図１４において矢印Ｌで流通方向が示される
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空気であり、上記第１空気。以下、冷却用空気という）により冷却される。そして、当該
冷却用空気と、ダクト部６２Ｂ内を流通し、送出口６２ＢＡから送出される空気（図１４
において矢印Ｍで流通方向が示される空気であり、上記第２空気。以下、調整用空気とい
う）とは、液晶パネル４５３Ｇの光入射側から見て交差する。すなわち、矢印Ｌで示され
る冷却用空気の流通方向は、本発明の第１方向に相当し、矢印Ｍで示される調整用空気の
流通方向は、本発明の第２方向に相当する。
【００６３】
　図１５は、液晶パネル４５３Ｇを冷却する空気の流れを側方（液晶パネル４５３Ｒ側）
から見た図であり、画像形成装置５及びダクト６２を示す断面図である。
　ここで、図１３で示したように、調整用空気を送出する送出口６２ＢＡの中央位置は、
冷却用空気を送出する送出口６２Ｇ２の中央位置より、液晶パネル４５３Ｇに対して光入
射側（Ｘ方向側）に位置している。換言すると、送出口６２ＢＡの中央位置は、送出口６
２Ｇ２の中央位置より液晶パネル４５３Ｇから離れた位置に位置している。また、送出口
６２ＢＡにおける緑色光の光出射側（Ｘ方向とは反対側）の端縁は、送出口６２Ｇ２にお
ける緑色光の出射側の端縁より入射側（Ｘ方向側）に位置し、更に、送出口６２ＢＡにお
ける緑色光の入射側（Ｘ方向側）の端縁は、送出口６２Ｇ２における緑色光の入射側の端
縁より当該入射側に位置している。そして、ダクト部６２Ｇは、送出口６２Ｇ２から送出
されて液晶パネル４５３の光入射側を流通する空気（ダクト部６２Ｇ内におけるＸ方向側
の領域を流通する空気）を当該液晶パネル４５３に向けて流通させる傾斜部６２Ｇ４を有
するが、本実施形態では、ダクト部６２Ｂは、当該傾斜部６２Ｇ４のような構成を有して
いない。
【００６４】
　このため、図１５に示すように、調整用空気は、冷却用空気より入射側偏光板４５２に
近い領域を、当該入射側偏光板４５２に沿って流通することから、調整用空気の主な流通
方向（矢印Ｍで示される流通方向）と、冷却用空気の主な流通方向（矢印Ｌで示される流
通方向）とは、互いに交差しない。
　しかしながら、冷却用空気が流通する領域と、調整用空気が流通する領域とは区画され
ていないので、これらの領域は互いに接することとなる。このため、液晶パネル４５３Ｇ
の光入射側から見て、互いに交差する冷却用空気の主な流通方向と調整用空気の主な流通
方向との交差角は、冷却用空気の流速への影響が小さい角度（例えば、鋭角）に設定され
る。
【００６５】
　なお、調整用空気は、ファン６１Ｂから吐出されてダクト部６２Ｂ内に導入された空気
のうち、分岐ダクト部６２Ｂ５を流通して偏光変換素子４２４に送出される空気、及び、
ダクト本体６２Ｂ０を流通して液晶パネル４５３Ｂに送出される空気を除いた空気である
。一方、冷却用空気は、ファン６１Ｇから吐出されてダクト部６２Ｇ内に導入された空気
の略全てである。そして、ファン６１Ｂ，６１Ｇは、それぞれ略同じ能力を有するファン
であるので、冷却用空気は、調整用空気より流量が多く、流速が高い。換言すると、調整
用空気は、冷却用空気より流量が少なく、流速が低い。
【００６６】
　冷却用空気は、図１５に示すように、第２保持部材５２におけるＹ方向とは反対側の端
部にて、冷却対象である液晶パネル４５３Ｇの光入射側を流通する空気と、光出射側を流
通する空気とに分流される。
　これらのうち、光出射側を流通する空気は、更に、液晶パネル４５３Ｇを保持する第２
保持部材５２及び出射側偏光板４５４の間を流通する空気（矢印Ｎにより流通方向が示さ
れる空気）と、出射側偏光板４５４及び光入射面４５５Ｇの間を流通する空気（矢印Ｐに
より流通方向が示される空気）とに分岐する。そして、これらの空気は、それぞれ、Ｙ方
向（天面部２Ａ側）に流通する過程で、第２保持部材５２を介して液晶パネル４５３Ｇに
おける光出射側の部位と、出射側偏光板４５４とを冷却する。
【００６７】
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　一方、液晶パネル４５３Ｇの光入射側を流通する冷却用空気（矢印Ｌ１で流通方向が示
される空気）は、Ｙ方向に流通して、液晶パネル４５３ＧにおけるＹ方向とは反対側の端
部に送風される。
　ここで、調整用空気が流通しない場合には、図１５に点線の矢印Ｌ２で示すように、当
該冷却用空気は、液晶パネル４５３ＧにおけるＹ方向とは反対側の端部に当たることで、
Ｙ方向に流通するに従って、当該液晶パネル４５３Ｇの光入射側の端面４５３Ｓ（被冷却
面）から離れる方向（すなわちＸ方向）に流通する。特に、当該反対側の端部にＹ方向と
は反対方向及びＸ方向（光入射側）を向く傾斜面４５３５を有する液晶パネル４５３が採
用されている場合には、当該傾斜面４５３５に沿って冷却用空気が流通してしまい、当該
冷却用空気は、端面４５３Ｓから離れる方向に流通してしまう。このように、調整用空気
が流通しない場合には、液晶パネル４５３Ｇの光入射側を流通する冷却用空気は、端面４
５３Ｓに近い位置を流通しづらく、入射側偏光板４５２に近い領域を流通してしまうため
、当該端面４５３Ｓ（特にパネル本体４５３１の中央）を冷却しづらい。
【００６８】
　これに対し、液晶パネル４５３Ｇの光入射側で、かつ、端面４５３Ｓから僅かに離れた
領域（すなわち、端面４５３Ｓと入射側偏光板４５２との間で、かつ、当該入射側偏光板
４５２寄りの領域）に上記調整用空気を流通させることで、当該調整用空気により、液晶
パネル４５３Ｇの光入射側を流通する冷却用空気が、端面４５３Ｓから離れた領域（すな
わち、入射側偏光板４５２寄りの領域）に偏って流通することを抑制できる。これにより
、当該冷却用空気を、図１５における矢印Ｌ３で示すように、端面４５３Ｓ寄りの領域を
当該端面４５３Ｓに沿って流通させることができる。従って、端面４５３Ｓを冷却しやす
くすることができ、ひいては、液晶パネル４５３Ｇの冷却効率を高めることができる。
【００６９】
　なお、上記のように、液晶パネル４５３Ｂに送出される空気は、ダクト本体６２Ｂ０内
をＸ方向とは反対方向に流通した後に送出口６２Ｂ２から送出されるので、当該空気の流
通方向は、Ｙ方向に向かうに従ってＸ方向とは反対側に偏りやすい。このため、ダクト部
６２Ｇのように、上記分岐ダクト部６２Ｂ５，６２Ｂ９が設けられておらず、ダクト部６
２Ｂの長さが短い場合には、送出口６２Ｂ２から送出される流速の高い空気が、液晶パネ
ル４５３Ｂの中央部分よりＸ方向とは反対側に偏って流通する。このことから、液晶パネ
ル４５３Ｂにおいて高温となりやすい中央部分を冷却しづらい。
　これに対し、送出口６２Ｂ２から送出される空気は、ファン６１Ｂから送出された空気
のうち、分岐ダクト部６２Ｂ５，６２Ｂ９を流通する空気が減じられ、かつ、内部を流通
する空気の流路が比較的長いダクト本体６２Ｂ０を流通した空気である。このため、当該
送出口６２Ｂ２から送出される空気の流速は、上記の場合より低くなるので、送出口６２
Ｂ２から送出される空気の流通方向を、液晶パネル４５３Ｂの中央寄りの位置に調整でき
る。従って、液晶パネル４５３Ｂを適切に冷却できる。
【００７０】
　以上説明した本実施形態に係るプロジェクター１によれば、以下の効果がある。
　送出口６２Ｇ２から矢印Ｌで示される方向に送出され、液晶パネル４５３Ｇの光入射側
を流通する冷却用空気は、当該液晶パネル４５３Ｇの傾斜面４５３５に送風されることで
、被冷却面である端面４５３Ｓから離れる方向に流通しようとする。
　これに対し、液晶パネル４５３Ｇの光入射側から見て、矢印Ｌと交差する矢印Ｍで示さ
れる方向に送出口６２ＢＡから送出された調整用空気は、端面４５３Ｓと入射側偏光板４
５２との間で、かつ、当該入射側偏光板４５２寄りの領域を流通する。すなわち、上記冷
却用空気は、端面４５３Ｓと調整用空気が流通する領域との間を流通することとなる。
　これによれば、端面４５３Ｓから離れる方向への冷却用空気の流通を、調整用空気の流
通によって妨げることができるので、当該冷却用空気を端面４５３Ｓ寄りで当該端面４５
３Ｓに沿って流通させることができる。従って、調整用空気が流通しない場合に比べて、
端面４５３Ｓ、ひいては、液晶パネル４５３Ｇの冷却効率を向上できる。
【００７１】
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　ここで、端面４５３Ｓに沿って流通する冷却用空気は、当該端面４５３Ｓにおいて高温
となりやすい中央部分や、当該端面４５３Ｓの全域を冷却しやすいように、当該端面４５
３Ｓの中央を通ることが望まれる。しかしながら、送出口６２Ｇ２は、天面部２Ａ側から
見て端面４５３Ｓに沿う方向であるＺ方向の先端側（下流側）から基端側（上流側）に向
けてダクト部６２Ｇ内を流通する冷却用空気を、液晶パネル４５３Ｇに向けて送出するこ
とから、当該冷却用空気は、送出口６２Ｇ２から離れるに従ってＺ方向の基端側に偏りや
すい。このため、ダクト部６２Ｇ内を流通する冷却用空気の流速が高い場合には、当該冷
却用空気は、端面４５３Ｓの中央部分からＺ方向の基端側に偏って流通する可能性がある
。このような場合には、液晶パネル４５３Ｇにおいて高温となりやすい中央部分を冷却し
づらい他、液晶パネル４５３ＧにおけるＺ方向の先端側の領域に冷却用空気が流通しづら
いため、当該液晶パネル４５３Ｇの冷却効率がそれほど高くならない可能性がある。
【００７２】
　これに対し、送出口６２ＢＡにより、分岐ダクト部６２Ｂ９内をＺ方向の基端側から先
端側に向けて流通した調整用空気が送出されることで、当該調整用空気の流通方向と、冷
却用空気の流通方向とを交差させ、当該第１送出口から送出された空気の流通方向を上記
一端側に偏らせることができる。これにより、冷却用空気の流通方向を、端面４５３Ｓの
中央を通る方向に調整できる。従って、液晶パネル４５３Ｇにおいて高温となりやすい中
央部分を冷却しやすくすることができる他、上記端面４５３Ｓの全体に沿って空気を流通
させることができるので、液晶パネル４５３Ｇの冷却効率を向上できる。
【００７３】
　第１送出口としての送出口６２Ｇ２から送出される冷却用空気の流速は、第２送出口と
しての送出口６２ＢＡから送出される調整用空気の流速より低い場合、液晶パネル４５３
Ｇの光入射側を流通する冷却用空気が、流速の高い調整用空気に引かれてしまい、被冷却
面である端面４５３Ｓから離れる方向に流通してしまう可能性がある。
　これに対し、冷却用空気の流速は、調整用空気の流速より高いので、液晶パネル４５３
Ｇの光入射側を流通する冷却用空気が、端面４５３Ｓから離れる方向に流通することを抑
制でき、冷却用空気を端面４５３Ｓ寄りで当該端面４５３Ｓに沿って流通させることがで
きる。従って、冷却対象の冷却効率を一層向上できる。
【００７４】
　送出口６２ＢＡは、端面４５３Ｓに対向する方向（すなわち、Ｘ方向とは反対方向）に
おいて送出口６２Ｇ２に対して端面４５３Ｓから離れた位置に開口している。詳述すると
、送出口６２ＢＡの中央位置は、送出口６２Ｇ２の中央位置よりＸ方向側に位置し、当該
送出口６２ＢＡのＸ方向側の端縁は、送出口６２Ｇ２のＸ方向側の端縁よりＸ方向側に位
置している。これによれば、端面４５３Ｓと送出口６２ＢＡから送出された調整用空気が
流通する領域との間に、送出口６２Ｇ２から送出された冷却用空気を流通させやすくする
ことができる。従って、冷却用空気を端面４５３Ｓ寄りで当該端面４５３Ｓに沿って流通
させやすくすることができ、液晶パネル４５３Ｇの冷却効率を確実に向上できる。
【００７５】
　冷却装置６は、冷却対象及び第１光変調装置としての緑色用の液晶パネル４５３を冷却
し、送出口６２Ｇ２は、被冷却面としての端面４５３Ｓに沿って流通する冷却用空気を送
出する。これによれば、プロジェクター１の駆動時に高温となりやすく、熱に弱い液晶パ
ネル４５３のうち、緑色光用の液晶パネル４５３Ｇを効果的に冷却できる。
【００７６】
　ダクト６２は、送出口６２Ｇ２を有するダクト部６２Ｇと、送出口６２ＢＡの他、第２
光変調装置としての青色光用の液晶パネル４５３Ｂに向けて空気を送出する送出口６２Ｂ
２を有するダクト部６２Ｂと、を備える。そして、ダクト部６２Ｇに接続されるファン６
１Ｇと、ダクト部６２Ｂに接続されるファン６１Ｂとは、ほぼ同じ性能を有するファンで
ある。これによれば、ファン６１Ｂから吐出された空気の一部を、当該液晶パネル４５３
Ｂより冷却の必要が高い液晶パネル４５３Ｇに送出される冷却用空気の向きを調整する調
整用空気として利用することで、新たに調整用空気を送出するファンを設けることなく、
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液晶パネル４５３Ｇの冷却効率の向上、及び、液晶パネル４５３Ｂの十分な冷却を実現で
きる。従って、各液晶パネル４５３Ｇ，４５３Ｂを効率よく冷却できる。
【００７７】
　液晶パネル４５３Ｇと液晶パネル４５３Ｂとは、それぞれの光入射側の端面が互いに直
交するように配置され、ダクト部６２Ｂは、送出口６２ＢＡに向かう空気と、送出口６２
Ｂ２に向かう空気とが分岐する分岐部６２Ｂ８を有する。そして、ダクト部６２Ｂにおい
て分岐部６２Ｂ８から送出口６２Ｂ２までの範囲は、天面部２Ａ側から見た場合（Ｙ方向
とは反対方向に沿って見た場合）、液晶パネル４５３Ｂの光入射側の端面に沿って延出し
ている。
　これによれば、送出口６２Ｂ２から送出される空気は、ダクト部６２Ｂ内に導入された
空気の一部である。また、上記分岐部６２Ｂ８が設けられることで、ダクト部６２Ｂが比
較的長くなり、ひいては、当該ダクト部６２Ｂ内を流通する空気の流路も長くなる。この
ため、送出口６２Ｂ２から送出される空気の流速を低下させることができる。これにより
、上記のように、送出口６２Ｂ２から送出される空気が、液晶パネル４５３Ｂの中央部分
からＸ方向とは反対方向に偏って流通することを抑制できるとともに、当該中央部分に流
通するように調整できる。従って、液晶パネル４５３Ｂの冷却効率を向上できる。
【００７８】
　ダクト部６２Ｇ，６２Ｂには、それぞれ独立したファン６１Ｇ，６１Ｂからの空気が導
入される。これによれば、１つのファンからの空気が各ダクト部６２Ｇ，６２Ｂに導入さ
れる場合に比べて、各液晶パネル４５３Ｇ，４５３Ｂに送出される空気の流量を増加でき
る。従って、これら液晶パネル４５３Ｇ，４５３Ｂの冷却効率を一層向上できる。
【００７９】
　送出口６２Ｇ２は、緑色光用の液晶パネル４５３Ｇに向けて冷却用空気を送出し、送出
口６２ＢＡは、当該冷却用空気の向きを調整する調整用空気を送出する。これによれば、
液晶パネル４５３Ｒ，４５３Ｂに比べて高温となりやすい液晶パネル４５３Ｇの冷却効率
を向上できる。従って、プロジェクター１の長寿命化を図ることができる。
　また、液晶パネル４５３Ｂは、液晶パネル４５３Ｒより高温となりにくいので、ダクト
部６２Ｂを流通する空気の一部を送出口６２ＢＡから送出することで、各液晶パネル４５
３を効率よく冷却できる。
【００８０】
　ダクト６２をそれぞれ構成するダクト部６２Ｇ及び分岐ダクト部６２Ｂ９は、液晶パネ
ル４５３Ｇに対してＹ方向とは反対方向（第１直交方向）側に位置する。また、これらダ
クト部６２Ｇ及び分岐ダクト部６２Ｂ９は、液晶パネル４５３Ｇに入射される緑色光の中
心軸に沿うＸ方向の反対方向とＹ方向とのそれぞれに直交する第２直交方向であるＺ方向
に沿って、それぞれ延出している。これらのうち、ダクト部６２Ｇは、Ｚ方向の一端側（
先端側）から他端側（基端側）に向けて流通する空気を、当該一端側から液晶パネル４５
３Ｇに向けて送出する送出口６２Ｇ２を有する。すなわち、送出口６２Ｇ２から送出され
る空気は、当該送出口６２Ｇ２からＹ方向に向かうに従って、Ｚ方向の一端側から他端側
に流通する。
【００８１】
　また、分岐ダクト部６２Ｂ９は、Ｚ方向の他端側から一端側に向けて流通する空気を、
当該他端側から液晶パネル４５３Ｇの光入射側の端面４５３Ｓに沿う方向に送出する送出
口６２ＢＡを有する。すなわち、送出口６２ＢＡから送出される空気は、当該送出口６２
ＢＡからＹ方向に向かうに従って、Ｚ方向の他端側から一端側に流通する。このため、送
出口６２Ｇ２から送出される冷却用空気の流通方向と、送出口６２ＢＡから送出される調
整用空気の流通方向とは、端面４５３Ｓに対向する方向（Ｘ方向とは反対方向）から見て
互いに交差する。
【００８２】
　そして、送出口６２ＢＡは、送出口６２Ｇ２よりＸ方向側に位置する。このため、送出
口６２Ｇ２から送出された冷却用空気は、端面４５３Ｓと送出口６２ＢＡから送出された
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調整用空気が流通する領域との間を流通する。
　これらのことから、上記のように、送出口６２ＢＡから送出される調整用空気の流れに
よって、送出口６２Ｇ２から送出された冷却用空気が液晶パネル４５３ＧにおけるＹ方向
とは反対側の端部に当たって、端面４５３Ｓから離れる方向に流通することを妨げること
ができる。従って、冷却用空気を、端面４５３Ｓ寄りの領域で、かつ、当該端面４５３Ｓ
に沿って流通させることができるので、端面４５３Ｓ、ひいては、液晶パネル４５３Ｇの
冷却効率を向上できる。
【００８３】
　［実施形態の変形例］
　本発明は、上記実施形態に限定されるものではなく、本発明の目的を達成できる範囲で
の変形、改良等は本発明に含まれるものである。
　上記実施形態では、送出口６２ＢＡから送出される調整用空気により、送出口６２Ｇ２
から送出され、かつ、液晶パネル４５３Ｇの光入射側を流通する冷却用空気の向きを調整
させた。しかしながら、本発明はこれに限らない。例えば、液晶パネル４５３Ｇの光出射
側を流通する冷却用空気の向きを調整するように、送出口の配置を変更して、調整用空気
を流通させるように構成してもよい。すなわち、調整用空気の送出方向及び送出位置に応
じて、当該調整用空気を送出する送出口の位置は、適宜変更してよい。
【００８４】
　上記実施形態では、冷却装置６が空気を送風して冷却する冷却対象として液晶パネル４
５３Ｇを挙げ、当該空気が送風される被冷却面として液晶パネル４５３Ｇにおける光入射
側の端面４５３Ｓを挙げた。しかしながら、本発明はこれに限らない。すなわち、液晶パ
ネル４５３Ｒ，４５３Ｂを本発明の冷却対象としてもよく、本発明の第３送出口を介して
送風される空気により冷却される光変調装置としての液晶パネルが、液晶パネル４５３Ｒ
であってもよい。更に、液晶パネル４５３ではない他の部品（光学部品及び電子部品）を
冷却対象としてもよい。
【００８５】
　上記実施形態では、第２光変調装置用ダクト部としてのダクト部６２Ｂは、分岐部６２
Ｂ８にて、ダクト本体６２Ｂ０から送出口６２ＢＡに向かう分岐ダクト部６２Ｂ９を有す
るとした。しかしながら、本発明はこれに限らない。すなわち、ダクト部６２Ｂは、内部
を流通する空気を、送出口６２Ｂ２に向かう空気と、送出口６２ＢＡに向かう空気とに分
岐させる構成を有していなくてもよい。この場合、例えば、送出口６２ＢＡから送出する
空気を、別途設けたファンから供給してもよい。
【００８６】
　上記実施形態では、ダクト部６２Ｒは、ファン６１Ｒとの接続部位から略９０°湾曲し
てＺ方向とは反対方向に延出し、ダクト部６２Ｇは、Ｚ方向とは反対方向に沿って延出し
、ダクト部６２Ｂは、Ｘ方向とは反対方向に延出する構成とした。しかしながら、本発明
はこれに限らない。すなわち、各ダクト部６２Ｒ，６２Ｇ，６２Ｂの延出方向は、適宜変
更可能である。例えば、各ダクト部が、空気を送出する液晶パネル４５３に入射される光
の進行方向に沿って延出していてもよい。
【００８７】
　上記実施形態では、ダクト部６２Ｂにおいて調整用空気を送出する送出口６２ＢＡに応
じた位置には、湾曲部６２Ｒ３，６２Ｇ３，６２Ｂ３，６２Ｂ７と同様の湾曲部は形成さ
れていないとした。しかしながら、本発明はこれに限らない。すなわち、当該位置に、調
整用空気の送出方向を調整する湾曲部又は傾斜部を設けてもよい。
【００８８】
　上記実施形態では、各液晶パネル４５３に空気を送風する冷却装置は、３つのファン６
１と、これら各ファン６１と接続されるダクト６２とを有し、当該ダクト６２は、液晶パ
ネル４５３に対して底面部２Ｂ側に配置されるとした。また、プリズムベース４９は、当
該液晶パネル４５３が取り付けられるプリズム４５５に対して底面部２Ｂ側に配置される
とした。しかしながら、本発明は、これに限らない。すなわち、これらダクト６２及びプ
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していてもよい。また、ファン６１の配置及び数、並びに、ダクト６２の構成も、適宜変
更可能である。このため、例えば、１つファンから送出された空気を、各液晶パネル４５
３に送出する構成としてもよい。また、それぞれ性能（能力）が異なるファンを採用して
もよい。この場合、例えば、最も性能がよいファン（吐出流量が多いファン）をファン６
１Ｇに採用し、当該ファンより性能が低いファンをファン６１Ｒ，６１Ｂに採用してもよ
い。
【００８９】
　上記実施形態では、光源ランプ４１１及びリフレクター４１２を有する光源装置４１を
採用したが、本発明はこれに限らない。例えば、光源ランプ４１１に代えて、ＬＥＤ（Li
ght Emitting Diode）及びＬＤ（Laser Diode）等の固体光源を採用してもよい。
　上記実施形態では、投射光学装置４６は、電気光学装置４５から入射される画像が透過
する複数のレンズ４６１と、当該画像を折り返して反射させる非球面ミラー４６２と、こ
れらを内部に収納する保持体４６３とを備える構成としたが、本発明はこれに限らない。
すなわち、反射ミラーである非球面ミラー４６２は無くてもよい。
【００９０】
　上記実施形態では、プロジェクター１は、光変調装置として３つの液晶パネル４５３（
４５３Ｒ，４５３Ｇ，４５３Ｂ）を備えるとしたが、本発明はこれに限らない。すなわち
、２つ以下、或いは、４つ以上の液晶パネルを用いたプロジェクターにも、本発明を適用
可能である。
　上記実施形態では、光学ユニット４は略Ｌ字状に構成されていたが、本発明はこれに限
らない。例えば、略Ｕ字状に構成された光学ユニットを採用してもよい。
　上記実施形態では、光束入射面と光束射出面とが異なる透過型の液晶パネル４５３を用
いていたが、光入射面と光射出面とが同一となる反射型の液晶パネルを用いてもよい。
【００９１】
　上記実施形態では、光変調装置として液晶パネル４５３を用いていたが、入射光束を変
調して画像情報に応じた画像を形成可能な光変調装置であれば、マイクロミラー表示素子
等を利用したものなど、液晶以外の光変調装置を用いてもよい。
　上記実施形態では、画像の投射方向と、当該画像の観察方向とが略同じであるフロント
タイプのプロジェクター１を例示したが、本発明はこれに限らない。例えば、投射方向と
観察方向とがそれぞれ反対方向となるリアタイプのプロジェクターにも適用できる。
【符号の説明】
【００９２】
　１…プロジェクター、４１…光源装置、４１１…光源ランプ、４５３Ｂ…液晶パネル（
光変調装置、第２光変調装置）、４５３Ｇ…液晶パネル（冷却対象、光変調装置、第１光
変調装置）、４５３Ｒ…液晶パネル（光変調装置）、４５３Ｓ…端面（被冷却面）、４５
５…クロスダイクロイックプリズム（色合成装置）、４６…投射光学装置、６１Ｂ…ファ
ン（第２ファン）、６１Ｇ…ファン（第１ファン）、６２…ダクト、６２Ｂ…ダクト部（
第２光変調装置用ダクト部）、６２Ｂ２…送出口（第３送出口）、６２Ｂ８…分岐部、６
２Ｂ９…分岐ダクト部（第２ダクト部）、６２ＢＡ…送出口（第２送出口）、６２Ｇ…ダ
クト部（第１光変調装置用ダクト部、第１ダクト部）、６２Ｇ２…送出口（第１送出口）
。
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